
裁判員経験者の意見交換会議事要録 

 

１ 日時 

  令和２年２月４日（火）午後２時３０分から午後４時３０分まで  

２ 場所 

 静岡地方裁判所沼津支部裁判員候補者待機室兼会議室（刑事棟１階）  

３ 参加者 

  司会者 三 角 比 呂（静岡地方裁判所長） 

  裁判官 菱 田 泰 信（静岡地方裁判所沼津支部刑事部部総括判事）  

  検察官 渡 邊 卓 児（静岡地方検察庁沼津支部検事） 

  弁護士 田 上   悠（静岡県弁護士会沼津支部所属） 

  裁判員経験者１番 女性・３０代・パート 

  裁判員経験者２番 女性・６０代・管理栄養士 

  裁判員経験者３番 女性・５０代・公務員 

裁判員経験者４番 男性・７０代・まちづくりセンター就労 

裁判員経験者５番 男性・６０代・会社員 

裁判員経験者６番 男性・７０代・無職 

裁判員経験者７番 女性・６０代・会社員 

４ 議事録 

  別紙のとおり 
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（別紙） 

【司会者】 

静岡地方裁判所長の三角と申します。よろしくお願いいたします。これから，裁

判員経験者の皆さんの意見交換会を始めさせていただきます。 

初めに，裁判員経験者の皆さん方から，それぞれご担当の事件の罪名，その事件

が自白であったか，否認であったかの別，そして審理期間がどのぐらいであったか

ということについてご紹介を頂ければと思います。 

最初ですので，１番の方からお話を頂ければと思いますので，よろしくお願いい

たします。名前は結構です。担当した事件の経験者１番の方ということで，担当し

た事件の罪名，それが自白，否認のいずれであったか，審理期間が何日程度であっ

たかをお話しいただければと思います。 

【１番】 

皆さん，こんにちは。２０１８年６月に，偽造通貨行使・偽造通貨行使未遂の事

件で裁判員をしました。自白事件でした。審理期間が４日間でした。  

【２番】 

１番の方と同じで，事件の罪名は，偽の１万円札を使用したという，偽造通貨行

使・偽造通貨行使未遂です。それから，自白事件です。審理期間は４日間です。 

【３番】 

罪名は，強制わいせつ致傷と窃盗，建造物侵入，静岡県迷惑行為等防止条例違反

の事件でした。自白事件で，審理期間は５日間です。 

【４番】 

よろしくお願いします。３番の方と一緒でございますけれども，強制わいせつ致

傷，窃盗，建造物侵入の事件でございます。自白で，５日間の審理期間がございま

した。 

【５番】 
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事件の罪名は，強制性交等致傷，それから住居侵入。自白・否認の別については

自白事件となります。審理期間は５日でした。 

【６番】 

殺人未遂の事件でした。これは否認事件です。審理期間は７日間です。 

【７番】 

６番の方と一緒で，事件の罪名は殺人未遂。否認事件で，審理期間は７日間です。 

【司会者】 

ありがとうございました。 

それでは，本日，この意見交換会に出席している検察官，弁護士の方から一言ず

つ頂きたいと思います。 

初めに，弁護人のお立場から。 

【弁護士】 

弁護士会の田上といいます。よろしくお願いします。 

昨年久しぶりに，私も４年ぶりに裁判員裁判を久しぶりに経験させていただきま

して，事件後の皆様方のアンケートとかで手厳しいお言葉も頂いたところです。た

だ，そういった意見の中にも，皆様方が事件に臨まれて，なるべく真実に近づこう

というお心で事件に臨まれているというのがひしひしと伝わってまいりました。本

日，率直な意見をお聞かせ願えればと思います。 

【検察官】 

検察官の渡邊と申します。 

裁判員裁判の方は約１０年ぐらい前から始まっておりまして，その当時から私は

裁判員裁判の方には関わってまいりました。幾つも裁判をやっている中で，個々の

事件でやはりそれぞれ，後になってみれば，ああすれば良かった，こうすれば良か

ったというような思うところが毎回毎回ございました。それでこれまでも，今回と

同じように裁判員の皆さんとの意見交換会というものに出席させていただいたこと
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があるんですけれども，そこで頂いた御意見等については，我々がやはり持ってい

なかったような視点からの御意見等が頂ける，大変貴重な場だというふうに感じて

おりますので，今回もそういった貴重な御意見を頂ければ，今後の裁判に生かして

いきたいなと思っております。 

なお，沼津での裁判は，経験者５番さんの公判に私も立ち会っております。以上

です。 

【司会者】 

ありがとうございました。 

それでは，これから意見交換の場に入ってまいりますが，初めに，裁判員経験者

の皆さんから，裁判員裁判を経験してみての全般的な感想，何でも結構でございま

す。こういうふうに思った，こんなことを感じたと。後で，いろいろと審理の中身

について，審理の全体的な流れとか立証が分かりやすかったかとかそういったこと

についても伺いますし，評議の状況，議論しやすかったかということも伺おうと思

っています。ただ，そういう個別の前に，何か全般的な感想としてお感じになられ

たことを何でも結構でございますので，お一言ずつお話を頂ければと思っています。 

それでは，今度は逆に７番の方からお願いします。 

【７番】 

経験してみて，こういう場所でしゃべるということもなかなか私はできない性格

だったので，少し成長したかな，この年になって成長したかなと思うんですけれど

も，なかなか自分の意見というのを言えたかどうかということを後で考えてみたら，

しっかりできたんじゃないかと思っております。  

いい経験だと思いますけれども，やはり重大な責任があるので，その後，いろい

ろ考えたりもしましたけれども，良かったと思っております。以上です。 

【６番】 

私は，連絡が来たときに私でできるのかなと思いました，正直言って。だけど，
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時が経つにつれて，何となく，やってもいいかなという気持ちになってきて，いざ

裁判員裁判の裁判員になって実際，事件に関わって内容を知ってくると，非常に悩

みました。悩み，考えました。だけれども，今，考えてみると，その経験というの

は非常に有意義だったと思います。普通の方ならあまりこういうことはないなと思

って，今，取りあえずありがたかったなと思っています。以上です。  

【５番】 

経験は１年ほど前だったものですから，記憶が大分飛んじゃっていて，今，思い

返してみると細かいところは飛び飛びしかよみがえってきませんけれども，全般的

には，経験させていただいて非常に良かったなというふうに，その当時も感じまし

たけれども，今もそのように考えています。 

具体的にどこがというのはなかなか細かくてあれなんですが，反省としては，罪

状とかその辺，皆さんと協議して決めたんですけれども，本当にそれで善かったの

かどうなのかということについては，その当時も，他の類似案件とかと比較して大

差はないよねというところで，自分としては納得したかなと思っているんですけれ

ども，本当にそれでいいかどうかというのは非常に難しいところ，人間が本当に決

めるところかなというのをつくづく感じました。 

【４番】 

私は，裁判員裁判というのは是非出たかったので，７０歳以上は辞退できると書

いてあったものですから逆にお願いしまして選ばれて，非常にありがたく思ってお

ります。それから，法廷でどうしても発言したかったというのもありまして，被告

人の方が謝罪文を読んだんですけれども，非常にあまりにも立派な文章だったもの

ですから，あなたが考えたのかと聞いたら「はい」と言われて。漢字も非常に難し

い漢字を辞書で調べたということだったんですけれども，その後，弁護人の方が，

「私どもでかなりお手伝いをした」みたいなお話を頂きまして，それは非常に，弁

護人の方もそういうお話をしていただけるというのが初めて分かりまして，勉強に
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なりました。 

それからあと，１０年の経緯みたいなものを新聞とか報道とかいろいろ調べて，

最近では，取り調べで全過程の可視化とかそんなのもちょっと新聞記事なんかで読

んだりして勉強しているというところでございます。 

また，今後，振り込め詐欺とかその辺が実際取り上げているかどうかなんですが，

その辺の問題とか，盗撮については県の条例でみんな違うということで，範囲が違

うのが少し私は疑問を感じるところでございます。以上でございます。  

【３番】 

私は，裁判員裁判にはあまり興味というか，出たくはなかったんですけれども，

断る理由がなかったというのが一番の理由かなと思って。ただ，出たときには，裁

判長をはじめ裁判官の皆さんはすごいお固い人なのかなと思ってたんですけれども，

結構フレンドリーに話していただいて，最後，写真撮影もさせていただいて，出て

良かったなというのもありました。 

ただ，決まったときに事件の，こういう事件だよと知らされるので，これがすご

い重大な事件とかだとちょっと重いかなと思って。重い，軽いはちょっとその人に

よると思うんですけど，私は，この事件では自分の子供ぐらいの子らが事件の子だ

ったので，すごいちょっと真剣には考えたんですけど，その事件の重さによっては

断りたいというのもあるのかなと思うんです。その場で言われるので。  

でも，結果的にやって良かったと思うし，うちの同僚にも「やりたい」という方

もいらっしゃるので，是非参加してみたらいいよという話はしました。 

【２番】 

裁判員裁判という存在は知っていたんですけれど，具体的にどのようなものかは，

自分はなってみるまで分かりませんでした。また，人ごとのように思っていたんで

すけれど，実際自分が選ばれてというか，最初，抽選だったんですけれども，自分

はなるはずないやと思っていたんですけど選ばれて，最初，不安だったんですけれ
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ど，結果的にはすごくいい経験をさせていただいたと思っています。  

自分が関わった事件は偽造通貨ということで，ベトナム人が被告人だったんです

けれど，結果，終わってみると，こういう犯罪を生んだ社会，日本の今，社会がも

う少しベトナムの方たち，来ている方たちにもう少し温かい，給料が良かったり，

働くところも良かったりしたら，こういう犯罪は生まれなかったのかなとちょっと

思いました。それと，その経験を通して，やはり似たような事件があると，新聞に

載っていると，そういうことに関心を持つようになりました。 

それとあとは，被告人に裁判員の方もちょっと何か聞きたいことがあったら聞い

てもいいですよということだったんで，私はその被告人に「国にいる御両親はこう

いうことを知ったらどう思いますかね」ということを聞いたんです。そしたら，本

人が泣いていたので，やはりすごくちょっと同情してしまったんですけれど，そう

いうところのことも新聞を読んだりして聞き流すとか見過ごすんじゃなくて，この

裏には何かあるかなとかそういうような深く考えるような，そういうこともできる

ようになったと思います。以上です。ありがとうございます。 

【１番】 

正直もう２０１８年のことなので，さっき５番さんも言っていましたけど，ほと

んど覚えてないというのが正直な話なんですが，経験して良かったか，悪かったか

と言われると，私は良くも悪くもなく，本当にどちらでもないです。ただ，周りと

話のねたにはなります。「裁判員，経験したよ」と言うと，「当たったの」みたいな

話のねたにはなるので，すごい広がりはします。 

そして，裁判員裁判を経験する前は，正直，裁判は自分には縁のない話だし，他

人ごと，人ごとというか，何も思ったこともなく，考えたこともありませんでした。

ただ，経験した後は，今，いろんな事件が起きていますけれども，「裁判員裁判で」

という言葉を聞くと，この人たちが出した判決は，いろいろと感情だけでは人を裁

けないから大変だっただろうなとテレビなどを見ながら思うようにはなりました。
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以上です。 

【司会者】 

ありがとうございました。全般的な感想を頂きまして，大変それぞれ重要で有益

な御指摘，御感想を頂いたと思います。 

それでは，この次は，先ほど申し上げましたように，具体的に皆さんが担当され

た事件の審理，そして評議についてどうであったかということについて，少し個別

にお話を伺ってまいりたいと思います。 

まず最初，審理についてですが，法廷で裁判員裁判の審理をしていったときに，

まず，手続の全体的な流れ，どういうふうに始まって，どういうふうに物事が進ん

でいくのか，こういった点が理解できたかどうかというあたりについてお伺いでき

ればと思います。 

まず，１番の方にお伺いいたします。 

【１番】 

ごめんなさい，本当に覚えていないので何とも言いがたいんですが，菱田裁判長

はじめ，結構すごい説明をしていただけたんで，結構当時，分かったんだと思いま

す。ただ，本当に覚えてないです。すみません。 

【司会者】 

結構です。では，２番の方，もちろん御記憶されている範囲で，または感想的な

ものでももちろん構いません。 

【２番】 

審理については，たくさんの資料を用意してくださったので，検察官，弁護人の

方々の陳述とか論告，弁護が非常に分かりやすかったです。流れとしては良くて，

不明瞭な点はありませんでした。ただ，通訳の方の声が聞き取りにくくて，ちょっ

と不明瞭だったなと思います。審理についてだけでよろしいでしょうか。  

【司会者】 
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はい。３番の方，お願いいたします。 

【３番】 

一応，菱田裁判長が「こうですよ，次はこうなりますよ」と言ってくれていたの

ですごく分かりやすくて，流れも順調だったと思います。判決事例とかも，こうい

うときは大体事例はこんなだよというのを過去何年かぐらいのを見せていただいて，

私も，これぐらいだなというふうに考えられたと思います。終わりです。 

【４番】 

手続の流れは非常に分かり良くて，いろんな角度で事件現場とか，いろんな角度

で見られまして私は分かりやすかったです。それから，法廷に出る前にいろんなお

話をして，発言する方はどうですかとかいう話もありまして，自分なりにある程度

言えることは発言できたかなという感じがしております。非常に良い経験になりま

した。分かりやすかったというのが，審理の内容でございます。以上です。 

【５番】 

審理の流れについては，どこまでやっていて，開始する前にどんなことをやると

いうことで，説明を理解した上でやっていましたので，その場では十分に理解して

やったかなというふうに思います。ただ，資料等も非常に事細かな説明等が入って

いて，非常に分かりやすい内容であったかなと思うんですけれども，いかんせん経

験が少ない裁判員としては，短い時間の中でそれを十分把握してかみ砕いてとなる

と，ちょっと時間的には厳しかったなと。自分らとしても，結論を出すのが早くな

いということかもしれませんけれども，そういうふうにちょっと感じました。 

【６番】 

今，皆さんが言われたように，流れ的には理解はできました。一つ一つやるたび

に，今回はこうであるという話がありましたので理解はできました。  

その中で，入る前にやはり公判前整理手続，あれをやってもらって，検察官がい

ろいろまずパワーポイントといいますけども，ビジュアル的に出てきて，非常に分
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かりやすかったです。進行的には非常に理解ができました。それに比べてというの

は大変失礼なんですけれども，弁護側の資料については，ただ箇条書に書いてあっ

て，細かい部分については言葉，口頭で話しているので，何を知ってもらって，何

を訴えたいのかというのが，ちょっと理解ができなかった部分もあります。その辺，

今後，私が言うのもおかしいですけれども，弁護人の方は，やっぱりそれはツール

になりますので，今後のものについてもう少し考えた方がいいんじゃなかろうかな

というふうには思ってます。 

【７番】 

流れとしたらとても分かりやすくて，裁判長がいろいろ細かく説明してくれたの

でやりやすかったです。 

先ほど，６番の方もおっしゃっていたように，検察官側の方の報告書はすごい分

かりやすかったんですけれども，弁護人の方の報告書は，ちょっと理解しにくかっ

たところがちょっと難点かなと思っております。もう少し分かりやすく書いていた

だければ，ちょっとまた違った判断ができたのかなと今，思えばそう思うんですけ

れども。 

でも，流れ自体としては良かったと思っております。 

【司会者】 

ありがとうございました。 

手続の流れとしては，一番最初に検察官，弁護人のそれぞれから冒頭陳述という

ことでそれぞれ主張がされて，その後にその主張を裏付ける証拠の取り調べという

のがあったと思います。今，お話も出てきましたように，流れとしては理解しやす

かった。ただ，内容的に見るといろいろと分かりにくい点もあったという御指摘が

ありました。 

そこで，次に検察官，弁護人の主張等で，こういうところがちょっと分かりにく

かったとか，こういうふうにしてくれたらもう少し分かりやすくなったのではない
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か。例えば，今，モニターのお話なんかも出てまいりましたので，そういった点も

含めて，何か，こういった点がこういうふうにされるとより分かりやすかったなど

という御感想をお持ちの方がいらっしゃいましたら，御意見を伺わせていただけれ

ばと思います。先ほどお話しされた方でも，もう少しこういう点をこうした方がい

いという御意見があれば，言っていただいて結構です。 

では，５番の方，お願いいたします。 

【５番】 

ちょっとこの辺は実際問題，どうかなというのはあるかもしれませんけれども，

私なんかは仕事なんかでやるときに，要はビジュアル化というか，その辺は言葉よ

り非常に理解しやすくなったりするものですから，資料の中では写真とか絵とかが

使われていたんですけれども，あそこにちょっと動画，要は動きが入るようなもの

が出てくると，ＡとＢの動きがどっちが優先しただとか，あるいは重ね方とか，そ

ういうところを言葉にするよりは分かりやすくて，時間的に短縮するとか，深く理

解するとかということには役立つのかなと。映画を作れとかそういうのではないん

だけれども，部分的にはそんなのも活用されるといいのかなというふうに感じまし

た。 

【司会者】 

ほかの方で何かございますでしょうか。 

【６番】 

先ほどちょっと話したように，できるならば検察官の主張，それから弁護人の主

張，それらを一つのフォーマットの形にして，読んで対比できるような形にしても

らった方が，違いが分かるんじゃなかろうかなと。これからずっと裁判員裁判は続

くわけですよね。そうすると，ある一定のフォーマットが決まっていて，実際，そ

のフォーマットがいろんな審議にツール的に使われていけば，先ほど言いましたよ

うにビジュアル的にも分かるし，見ている側にも，何を訴えたいのかな，何を理解
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してもらいたいのかなということが，今よりもちょっと分かるような気がします。 

【司会者】 

ありがとうございました。 

そうしましたら，次に，証拠調べについてです。先ほど，通訳の方の声が聞き取

りにくかったというお話がございました。証拠調べをするときに証人尋問ですとか

被告人質問，こういったとき，あるいは証拠書類の朗読というのがあったと思いま

す。こういった立証，証拠調べの内容については，分かりやすかったかどうか，あ

るいは何か工夫の余地があったかどうか。こういう点は良かった，あるいはこうい

う点は工夫の余地があった，こういうような御意見がありましたら，お聞かせをい

ただければと思います。では，４番の方，お願いいたします。 

【４番】 

実際，法廷で結構質問したんですけれども，感想みたいなのを言っては申し訳な

いんですけれども，家庭環境が両親の離婚ですとか，被告人の方が少し体が弱い方

だったもので，ですから非常にそういう面でかわいそうな面はあったんですけれど

も，僕がちょっと聞いたのは，友達はいますかとか，褒められたことはありますか

とか，極端なことなんですが殴られたことはありますかと言ったら，「ない」と言っ

たんですが，実際にはあるような感じがしたんです。非常に周りに対して悲観的な

感じで，それでお仕事をされて昼間の勤務だったのが１か月ぐらいで夜勤になった

ということで，証人として出られたお母さんもそれは聞いてなくて，やっぱり環境

で，個人的には非常にそういうところに走っちゃうのかなという感じが，初日から

しました。 

それから，もう一つは，支援者の方が百何人のいろいろな方を預かって支援をし

ているということだったんですけれども，近くであまり支援しなくて大阪まで行っ

て支援をするような話があったり，それからこういう婦女暴行未遂みたいな性犯罪

を扱ったことはありますかと言ったら，実際に五，六件あるんですけど，結論まで
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いっていないような感じで，正直なところ，信頼できるのかなという疑問は少しあ

りました。支援者の方ですね。 

【司会者】 

ありがとうございました。 

 大体内容については，皆さん理解できて，お話されていることについては分かっ

たということでしょうか。先ほど通訳のお話もございましたけれども，何かこの辺

のところは工夫の余地があるというふうにお感じになられていることがあれば伺い

ますので，いかがですか。 

【２番】 

それは通訳の人によって違うんでしょう。 

【裁判官】 

通訳の人の話しているのが聞き取りづらかったのか，話している内容，要するに

通訳の中身がちょっとよく分からなかったというか，どっちだったんですか。 

【２番】 

両方です。 

【司会者】 

分かりました。通訳されている内容も少し分かりにくかったし，話し声自身もち

ょっと聞き取りにくかったと，こういうことなんですね。 

【２番】 

はい。 

【司会者】 

では，通訳人の今後の選任や養成にもそういう点を生かしてまいりたいと思いま

す。ありがとうございました。 

それでは，審理については今，伺ったことで，次に評議について伺いたいと思い

ます。もちろん，守秘義務がありますので，内容についてどなたがどう言ったかと
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かそういう話については，この場でも特段お伺いするつもりはございませんが，評

議の雰囲気，先ほど全般的な感想の中でもありましたけれども，言いたいことが言

えたかですとか，議論が充実していたかとか，あるいは議論の時間が十分にあった

か，あるいはちょっと足りないと感じたかとか，そういった視点で評議についての

雰囲気とか行われたことに関する感想についてお伺いできればと思います。  

５番の方からお伺いするのでよろしいですか。 

【５番】 

評議については，比較的皆さん，自分もそうですけれども，言いたいことという

のか，考えていることは述べられていたかなと思います。最初からというよりも，

最初はやっぱり皆さん，初めての経験の中でどんなことを皆さんが思っているのか

なというのを探りながらじゃないんですけど，ちょっとずつ。でも，やっぱり一人，

二人出てくると，やはりそれぞれ「あっ，私はこっちだよ」ということで，違う意

見があれば言うということで言われたかなと思います。  

時間の方も，大体時間が迫ったあたりでは終わりの時間というのを指しているか

どうかは分かりませんが，皆さんの意見もほぼ出尽くしたような感じがあったなと

いうふうに印象としては持っています。 

【６番】 

初めに検察官と弁護側の主張が正反対だったもので，頭がこんがらがっちゃって，

よく整理できなかったです。だけれども，やはり裁判長だとか，あるいは裁判員の

皆さんと話していく中で，自分の考え方が少しずつまとまってきたような気がしま

す。そして，もっと議論していく中では，やっぱり自分はこう思うんだなというよ

うなことが浮かび上がってきたような気もします。  

だから，雰囲気的には，かなり皆さん，しゃべっていた部分もあります。時間に

ついては，結構長くなったのできついなというように思いましたけど，皆さんそれ

ぞれ自分の考え方をはっきり言ってたようなふうには受け取っております。私も一
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応自分の意見は言ったつもりでおります。 

【７番】 

そのとき，女性一人ということですごいプレッシャーがかかっちゃったんですけ

れども，男性の方は皆さん，どんどん発言して，こちらはちょっと聞く方になって

いたかもしれませんけれども，自分の分からないことはやっぱり聞いた記憶があり

ます。こういうところはちょっとおかしいなとかいうのも言えたような気持ちで，

全員が割合発言してたように思っています。私自身は口下手なものですから，八分

ぐらい言えたかなというようなところなんですけれども，でも納得してその評決に

なっておりますので良かったと思っております。言いたいことは言えたと思ってお

ります。 

【４番】 

評議については，いろんな事例を同じような事例はないにしても，ある程度の理

解ができたんですけれども，ただ，実際そういうことを経験したことはもちろんな

いわけですけれども，それがどれだけの罪状になったり，執行猶予がついたりとい

うのは，話しながら大体ほかの事例に多分合わせたと思うんですけれども，最終的

に。ただ，自分が一応言った意見がありまして，ほぼ良かったかなと思います。先

ほどお話ししましたけど，やっぱり家庭環境というのは，いろんな事件で非常に大

事なことが出てくるというのは，すごい感じまして，今後の自分も反省する面もあ

るかもしれませんけれども，非常に参考になりました。 

【３番】 

私も，少し１回か２回，質問したと思うんですけれども，自分なりに考えて聞け

たと思うし，裁判長の人が「どうですか」と聞かれたので，言えた雰囲気があった

と思います。時間的なことは，長さはちょっとよく分からないですけども，別につ

らかった記憶もなかったので，良かったんじゃないかと思います。 

【２番】 
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評議については，参加している皆さんの言いたいことを３人の裁判官の方々が上

手に引き出してくれてたと思います。被告人に対してどのくらいの刑にするかとい

う話の際にも，過去のいろいろな事例やスライドを見せていただいて説明してもら

い，議論ができたと思います。 

最後に決めるときも，裁判官の方が「目を閉じてください」とおっしゃって，お

互いに分からない状態で決を取ってもらったので，人の意見に左右されたり，周り

の人の目を気にすることなく，自己判断ができました。 

最初はお互い知らない同士で，意見を述べるのも遠慮があったんですが，裁判官

の方々が資料を用意して，よく分かるように丁寧に説明してくださったので，とて

も分かりやすかったです。皆さん，雰囲気もとても良く，親密になったので，自分

も含めて皆さん，自分の意見が言えたと思っています。以上です。  

【１番】 

私のときは，裁判官が菱田さんと梶山さんと久保さんだったんですが，こんなこ

とを言っていいのかどうかちょっと分からないんですが，コントのような３人組だ

ったんですね。私たちの緊張をほぐしてくれていたとは思うんですが，本当にいい

雰囲気の中，みんなで意見を出し合って，みんな，多かれ少なかれ言えたかなとは

思っています。 

そして，事件にもメンバーにも私は恵まれたと思っていまして，結構充実して，

和気あいあいというのも変ですが，本当にいい雰囲気の中でいろいろと言えたと思

います。 

評議の長さですが，事件としても３日程度だったら十分かなと思いました。それ

以上長くても中だるみというかすると思いますし，むしろあり過ぎたくらいかなと

も思ったりはします。 

【司会者】 

ありがとうございました。ほかに何か言い足りなかったこととかおありになる方
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はいらっしゃいますか，よろしいですか。 

そうしましたら，先ほど若干申し上げましたけれども，守秘義務に関してちょっ

と御感想を頂ければと思っております。守秘義務については，いろいろな評議の内

容等について話さないようにしましょうというようなことで，いろいろ説明を受け

ておられるというふうに思います。この守秘義務について，まず正直，負担を感じ

ていて，今も非常に負担感があるというふうにお感じになられているのか。いや，

逆に守秘義務があって，そういったこともあるものだから自由にいろいろ発言もで

きた，これは良かったと思われるのか，いろんな御感想があろうかと思いますので，

今，申し上げたのは一つの例ですけれども，それぞれ守秘義務に関して今，お感じ

になられていることを何でも結構でございます。お話を頂ければと思います。それ

では，３番の方からお願いしたいと思います。 

【３番】 

守秘義務に関しては，判決が終わったら話していいと言われていたので，別に５

日間ぐらい我慢できました。そんな感じです。  

【裁判官】 

裁判員に選ばれたことは，周りに内緒にしておいてくださいというようなお話で，

それは判決が終わったらほかの人にもう裁判員を経験したことをお話ししていいで

すよということが，判決が終わるまで言われていたんですけれども，判決が終わっ

た後も，評議の中身は秘密にしてください，ほかの人には話さないでください，判

決の結論とか審理の公の場で行われたことはお話ししてもいいけれども，評議室の

中で誰がどんなことを言ったかとか，どんな評議になった，どんな評決になったと

いう過程の問題。判決が出た結論ではなくて，その途中経過のところはお話ししな

いでくださいという守秘義務の関係なんですけれども，そういうものを今もずっと

続いているわけですよね。裁判が終わった後。そういうことはどう感じられました

か。負担かなというところがあるでしょうか。 
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【３番】 

同僚の人たちには，「何の事件だった」と言われるのが大体で，細かいことを聞く

人は意外といないんです。なので，「何の事件だったの」と言って，「わいせつ事件

だったよ」で大体終わりなんですね。なので，そこに関しては全然，審理している

内容とかは聞かれないし，守秘義務はあるんですけど，そんなに負担ではなかった

と思います。 

裁判員裁判に選ばれたよということに関しては，直属の上司には休むのでという

ことを言っていて，そのまた上の部長クラスに言わなきゃいけなかったんですけど，

そしたら公休が取れるようになって。なので，それをもうちょっと。職場の人は多

分知らないと思うんですね，公休が取れるということを。もうちょっと広く，裁判

員裁判は公休を取れるんだよというのをもっと広めた方がいいのかなと感じました。

でも，直属の上司しか知らないので，ほかの周りの人がそれで休むからというのは，

そのときには言っていなかったですけれども。若干そういうところでは，多少秘密

にしなきゃというのがあったのかもしれないですけれども，その当時は，休まなき

ゃというのがあったので，あんまり負担には思っていませんでした。 

【４番】 

僕は特に負担になるということはなかったですけれども，先ほど女性の方が言わ

れていたように，裁判官の方から守秘義務についてお話がありまして，評議の件と

被告人の名前とか，当然もう今は全然覚えていないですけども，個人的なことを言

っちゃ駄目だというのがずっと頭に残って，それを話したことはないですけども。

ただ，周りには，僕は新聞記事が出ましたので，その範囲の中で基本的にお話はも

う。今もコピーを持ってますけども，それでずっと頭に残って，やっぱりいろんな

事件があったりすると，それと比較してみたりはいまだにやっぱりしております。

特に負担には感じておりません。 

【７番】 
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やはり会社に言って，周りの同僚にも言わないと，何でこの日数を休むのかと言

われるものですから，一応そういうのに選ばれたということは言っております。そ

して，子供の会社の人がやっぱりなったということで有休をもらえるということな

ので，お母さん，ちょっと言ってごらんといって会社の方にも言ったんですけれど

も，うちの会社はまだそこまでいってませんということで，普通の公休になりまし

た。普通の公休って，自分のシフトの休みのときに来るようにシフトを変えてもら

った，変えました。私はシフトの担当ですので。 

もうちょっとこれが広まったら，有休を使えるようになるかなと思っているので，

もう少し。後からいろいろ考えたんですけれども，やはり内緒で来るのは，仕事を

している限りはちょっと無理なので，皆さんの理解を得てお休みして，この日数を

休ませてくださいということを言いました。ただし，事件のことは一切言っており

ません。 

あと，評決終わった後でも聞かれるんですけども，なかなか下手なものですから，

事件のこれこれこうだったよということはしゃべれないんですけど，裁判員になっ

て良かったということは，自分が経験して良かったということは言っております。

ただし，仕事を休んで来なあかんから大変だよというようなことは言っております。

でも，自分が経験したことは大変有意義な７日間だったと思っておりますので，こ

れは皆さんにも言ってますけども，なかなか年いってからはちょっと大変かな，遠

方の人も大変かなと思っております。でも，守秘義務が負担というのは，全然感じ

ておりません。 

【司会者】 

ありがとうございました。もちろん，裁判員になったことを周りに言えないとい

っても，お仕事先との調整というのは当然必要でございますから，そういった限り

でお話しいただくのはもちろん問題は全くないわけです。 

それぞれの会社のさまざまな実情があるということについては，また参考にさせ
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ていただいて，今後，いろいろと広報活動等を通じて社会にいろいろと話をしてい

かなければならないと思います。そういったところでも何かお感じになられること

があればお話しいただいてもよろしいかと思います。 

【６番】 

私は，３グループにお話をしました。一つは，先ほど言われたように上司。アル

バイトをやっているもので，少人数でやっているもので，私一人抜けちゃうとかな

り負担がかかっちゃうもので，取りあえず，裁判所から来た上司に宛てる手紙とい

うかお願いというかそれをコピーして，実はこうですという話をしました。そした

ら，上司が，みんなのいる前でうわっと言っちゃったもので，その後，おばちゃん

たちが「どうだった，どうだった」と聞きに来たもので，そのとき非常に守秘義務

を考えていたんですけれども，新聞報道で報道された以内で一応は話ししておりま

す。 

それとあと，高校の同窓会のときにもちょっと話ししたら，今度，食いついてく

るやつがいたので，深く深く突っ込んできたんですね。どこまで話していいかとい

うのはちょっと迷ったんですけども，一応基本的には，オブラートに包んだような

形で話した。 

そして，あともう一つは，町内会の忘年会で飲んだ席で，会長の方でちょっと「ど

うだったよ」という話になって，それも自分でここはちょっと話しちゃまずいなと

いうところは除いて，ある程度全般的に話しして，みんなも，まだ若い人がいっぱ

いいるもんで選ばれる可能性があるから，俺の経験を今，話したことを頭に入れて，

できるならば当たったら辞退しないで，辞退というのはできないと思うけど，率先

して出た方が自分のためになるよというような話をしておりました。  

【司会者】 

ありがとうございました。終わった後のそういった感想についてのお話を周りの

方にされるのは，これもまた全然守秘義務に反することではございませんので，そ
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ういうお話をされたというお話だったかと思います。  

【５番】 

守秘義務についてですね。裁判で出ていたので，そこを言ってはいけないという

のがあって，ちょっと言ってはいけないよねというのを考えるのはちょっと負担に

なるかなという思いがあったんですけど，実際にはそれほど負担にはなってなかっ

たかなと思います。 

当然私の場合も，会社の方へ，公休扱いにするために届け出等はしていました。

最後，全部終わってからの中では，裁判所の方から，参加したよという証明のもの

が頂けましたので，それを会社の方には出して。出せと言われたものですから，出

して一応手続の方はしております。 

実際に，裁判の内容等を聞かれたときには，ここまでやろねというのは自分の中

ではイメージとしては持って，控えていたというか準備はしていたんですけども，

案外，その辺のところは周りに内容を聞いてくる人はいなかったので，その内容に

ついてお話しするということはやっておりません。 

あと，終わってから，自分は朝礼当番の中で，実は裁判員を経験してますよとい

う中で，皆さんのところへ来たら参加した方がいいですよというような話は一応朝

礼の中ですけれども，させていただいています。 

【１番】 

守秘義務についてですが，必要性はあるとは思いますが，私は負担というよりは，

どちらかというと面倒でした。仕事を休む理由に上司に「何で」と聞かれるので伝

えたんですけれども，まだ裁判員裁判ってメジャーじゃないので，守秘義務を知ら

ない人がすごく多いと思うんです。その上司が多少周りに話してしまったので，周

りで知っている人が多くて，６番さんもさっきおっしゃっていましたけれども，私

本人の知らないところで本来守秘義務であることが知られてしまっている，これは

守秘義務も何もなさそうだなと思って，帰ってから思いました。 
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【司会者】 

必要な限り，職場の周りの方にお話しいただくことがあり得るというのはある話

かとは思います。ただ，もちろん不必要に幅広い方にというのは違うとは思います。

では，２番の方，よろしくお願いします。 

【２番】 

守秘義務については，必要だと思いますし，負担には感じません。今，実際，自

分が勤めているところが病院なので，患者さんの情報なんかを外に漏らしてはいけ

ない，守秘義務が必要だということを今やっているので，負担には感じませんでし

た。 

ただ，仕事を休むに当たって，職場の一部の人には理由を話さなければいけなか

ったので，どんな事件だった，どうだったというふうに聞いてくる人もあったんで

すけれども，あまり突っ込んでいろいろな事件の内容を聞いてくる人もなかったの

で良かったです。 

あとは，裁判の内容なんかも皆さんで話合いができたので，自分がすごく悩んじ

ゃって，誰かに相談したいとか，家族に話したいとかそういうこともなかったので，

ここだけで解決ができたのでとても良かったと思います。 

【司会者】 

ありがとうございました。それでは，これで一通り伺いましたので，検察官，弁

護士のお二方から順次，御質問を頂ければと思います。では，検察官からお願いし

ます。 

【検察官】 

検察官の渡邊です。きょうは，貴重な御意見を頂きましてありがとうございまし

た。 

１点お聞きしたい点なんですけれども，検察官は捜査する中でいろんな証拠を集

めていて，その中で裁判に出す証拠というのはかなり厳選したものを出しています。
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我々としては，これだけ見ていただければ理解できますよというふうなつもりで出

してはいるんですけれども，常々，これで足りているのだろうか，または，これは

多過ぎるんじゃないだろうか，そういうことを考えて出しております。そういう点

を踏まえて，もし，これはこんなのはなくても判断できる，これは要らなかったん

じゃないかというような証拠があったり，あるいはもうちょっとこの辺を見たかっ

たのに何でこの辺の証拠は出ていないんだろうというようなものがあったりとか，

そういうものがもしあれば，御意見を頂きたいと思います。 

【１番】 

すみません，何度も申し上げているとおり，覚えていない部分がすごい多いので

ちょっとあれなんですが，証拠は少ないより多い方が私はいいと思います。正直，

私たちは，偽造通貨でちょっと触ったりして，見て楽しめたこともあったので，そ

うすると議論も深くなるし，厳選し過ぎなくてもいいんじゃないかなと思います。

少ないよりは多い方が，一般人にはありがたいかなと。皆さん，頭がいいのでそれ

だけ見ても分かると思いますけど，私たちは何の知識もない中で行くので，あれば

あっただけ，見せてもらえるなら見せてもらえただけ，あっても別に構わないかな

と私は思います。 

【２番】 

２０１８年だったんで，ちょっと記憶があまりないんですけど，その当時，みん

なからも，ちょっともう少し資料があったらねとかそういう話は出ていなかったの

で，十分だったと思います。以上です。 

【３番】 

私も，あるだけあった方がいいと思います。その写真の中で，窃盗なんですけど，

ベランダの高さとか何センチとか出てたんですけど，そんなことまで出すんだと私

は思ったんですけど，でも知らないより知ってた方がいいのかなというふうに。や

っぱり，あればあるほど，何回もやっているわけじゃないので，あった方がいいの
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かなと思いました。 

【４番】 

私も同じように，証拠はかなりいろいろモニターを使ったり，分かりやすい角度

で，先ほども一回お話ししましたけど，細かい部分で侵入経路とかいろいろ分かり

やすかったというのはあります。実際，時間帯も，犯罪が起きた時間帯もありまし

たし，夜間も映してたと記憶しておりますので，非常に検察の方の見せ方といいま

すか，説明の仕方もものすごく分かりやすかった感じがいたします。以上でござい

ます。 

【７番】 

検察の提出されたのはすごい分かりやすくて理解できました。証拠も良かったか

と思っております。検察側の冒頭陳述メモですね，それだけ見たら，事件の内容が

ほとんど分かったかなというような印象を受けました。  

【６番】 

証拠については適正だと思っているんですけども，ただ，ちょっと直してもらい

たいのは，犯行前の防犯ビデオが延々と３０分ぐらい続いているんです。画面がこ

んな大きいのに，五，六人いてごちゃごちゃこうやって動いているんですよね。あ

れは何のためにあるのだろうとか，あるいはエレベーターの下で人が行ったり来た

り，それを延々とずっと見せられた。これは何を知ってもらいたいのかというのは，

ちょっと私には理解できなかった。だから，その辺を省けば，ほかの方に評議が向

けられるのではなかろうかなと。ちょっと無駄な部分があったなと思っております。 

【５番】 

証拠についてですけれども，私が参加させていただいた中では，いろんな物です

ね。手袋とかそういった類いの物については十分あったのかなというふうに思いま

す。ただ，争点の中で，行為ですね。人の行為が論点になったかと思うんですけど

も，そこについての行為が本当にあったかどうかというところが，証明するものは
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ちょっとはっきりはなかったのかなと。ただ，その後の様子からすると，あったと

思われるというようなものだったんじゃなかったかなと思いました。そこのところ

は，行為があったすぐあとであれば，それを証明する何かを，科学的にとか裏づけ

るものを取れたのかなというのも，ちょっと感じましたけども，そこについては皆

さん，私も，事後の経過から見ると，経過観察等から見るとあったと思われるとい

うのが大半の意見なので，不十分ということはなかったと思いますが，少しそこは，

あればなと感じました。 

【司会者】 

それでは，弁護士からお尋ねください。 

【弁護士】 

本日は，貴重なご御意見をありがとうございました。先ほど来，何度か指摘もあ

りますけれども，弁護側の冒頭陳述メモや論告メモが分かりにくいというような指

摘がございました。そういった指摘を後学のためにもう少し頂ければと思っていて，

審理全般において分かりにくかった点等がありましたらお教えいただきたいと思い

ます。 

また，先ほど御指摘いただいた論告メモや冒頭陳述メモの分かりにくさのあたり

をもう少し，箇条書というお言葉を頂いてはいるんですが，例えばタイトルしか書

いていないとか，そういうレベルのものなのかどうなのか，ちょっとそのあたりを

もう少しお話をお聞かせ願えればと思います。  

【司会者】 

そうしましたら，今度は５番の方から伺います。 

【５番】 

非常に記憶の方が薄れちゃっているので，具体的にこうだというのははっきりは

難しいんですけれども，何人かの方が言われていましたけれども，やはり検察側が

作られた資料と弁護側が作られた資料を比べると，非常に検察の方は，多分情報量
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も多いんだと思います。なので，ああいったパワーポイント的な対応というのがで

きるんだろうけれども，逆に弁護側の方は，恐らくその辺の情報が全てではない中

で作らなきゃいけないということで，あと限られた枠の中でということになるので，

できるだけのことを言葉にして表すというのが通常なのかなというふうには思って

いるんですけれども，やはり言葉だけですると，全部を読めば何をというのは分か

るんですけれども，じゃあ，ポイントは何というところが，訴えるところとか，そ

んなのはちょっと弱いのかなというふうに感じました。  

あと，私が経験した中だと，弁護人の方が途中で変わられたとかそんなのがあっ

たんですかね。そこもあって，ちょっとそこが最初からずっとというのがない中で

は，やや機械的というのか，そんな感じも少しは受けたので，そこも訴える力とい

う面では，例えそうだとしてもそこは表に出さない方が裁判員に対する印象は良く

なったのかなというふうに感じました。 

【６番】 

弁護側の論告求刑の資料を見ますと，ちょっと分からないんですけども，個人的。

弁護人二人の方がいたんですけども，その二人の方が作ってやっているように見受

けられたんですよ。多分，検察側は組織で，何回も見直ししてそれなりのパワーを

かけて立証しようと思っていると思うんですけれども，それに比べちゃうとどうし

ても比較しちゃうので，弁護士の方が例えば弁護士会に相談というか，あるいはチ

ェックを受けて審査を受けて当たっているのかなと。その辺がちょっと分からない

んですけれども，そういう面についても検討した方が，我々は分かりやすいなと思

っております。 

【７番】 

先ほども言ったように，検察側の資料はすごい分かりやすくて，今度，弁護士の

方の資料を見ると，ちょっと「うん？」というところがあります。そして，弁護を

するときもちょっと，もう少し大きな声で声を張り上げてしていただきたかったん
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ですけれども，ちょっとあやふやかなというような印象を受けたところがあります。

これがもっと，はっきりはきはき言っていれば，また印象も違ってたと思うんです

けれども。第一印象で検察の資料でこれだけぱあっと書いてたものですから，そこ

ですごいなというのが一番の印象を受けたものですから，その後で弁護士の方の資

料を見ると，うーんというところがありますので，もうちょっとそこを明確に主張

したいところを書いていただければなと思うところもあります。弁護士さんも一生

懸命やっていただいているので，これからも頑張ってほしいと思っておりますので，

これはもうちょっと大きな声ではっきりと言ってほしかったです。  

【４番】 

先ほどもお話ししましたけれども，必ずしも弁護人の方が被告人の応援だけじゃ

なくて，被告人の話した謝罪文についてもお話しいただいたのは非常に良かったな

と思います。 

ただ，先ほどもお話ししましたけれども，支援者の団体が実際，事件については

あまり扱っていない，１００人ぐらい扱っているとは言ってたんですけど，五，六

人の人を扱っているんですけども，最終的にその人が立ち直るような形まで持って

いっていないような話を，まだ結論までいっていないということがあったものです

から，もう少し実際犯罪について分かっている支援者の方がいたら，もう少し良か

った。大阪の方に連れていってみたいな話だったんで，もう少し近くでそういう方

がいれば，もっともっとそういう立ち直るのが早くできたんじゃないかという感じ

がしました。 

【３番】 

私が担当した事件は，もう認めているので，多分刑の量刑の範囲だと思うんです

けど，検察官の方と分からないですけども比べると，弁護士側の方が，何となく説

明とか証人とかそういうのに関してもうちょっと分かりやすい，ぶっちゃけでこれ

ぐらいにしてくださいよみたいな感じじゃなかったんですよ，何となく私の印象は。
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バックがこれだけいるから，この子は大丈夫ですよという強いのがあまり感じられ

なくて，説明は，検察の説明の方がすごい分かりやすくてというような印象だった

んです。 

だから，弁護士側はこうしてよというのはちょっと分からないですけども，何と

なく印象的には，弁護士側の方が説明が弱かったという印象が強かったです。分か

らないですけど。 

【２番】 

この事件は自白事件でしたし，弁護士の方は淡々としてましたけれど，資料を頂

いてあったので，その中の範囲でいろいろ確認できてましたが，特にちょっとおか

しいなとかそういうふうには感じませんでした。  

【司会者】 

では，１番の方，覚えている範囲内で結構です。 

【１番】 

ごめんなさい。今，ちょっと確認しましたら，私が当時目を通した資料が５枚あ

ったようなんですけど，今，ぱらぱらとめくっても，正直，物語のようで，何が主

張したいのか，私にはちょっと分かりづらいので。検察側の資料が，これはＢ４か

な，１枚なんです。そのままぱっと見ただけで，これ，１枚で終わるのかと思うと，

私は見るので，頭の良い皆様ですので，主張したい部分を，学校のお便りじゃない

ですけども，このぐらいで見やすくまとめてもらえると，私のようなちょっと理解

しにくい人でも読みやすいのかなとは思います。  

【司会者】 

それでは，最後に，今までもいろいろと言っていただいているので，何かありま

したら言っていただければと思うのですが，裁判官，検察官，弁護人に望むこと，

あるいはこれから裁判員になられる方へのメッセージ。今までも随分随所に言って

いただいているので，重なる部分もあるかもしれませんけれども，お一言ずついた
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だければと思います。では，１番の方からよろしいですか。 

【１番】 

ふだんだったら絶対関わることのないであろう皆様なので，何かメッセージなん

ていうのはちょっとあれですが，いつも分かりやすく説明してくださるように，頭

の良い皆様だからできるんだなと私はすごい思っていて，頭の悪い人だと話を変換

できないので，誰にでも分かるように努力してくださっている姿がいつも見えたの

で，すごくありがたく思ったので，これからもたくさん裁いてくださいというのは

変ですが，頑張ってもらいたいと思います。 

【２番】 

自分が経験して大変良かったので，是非，選ばれたら必ず受けてもらって，やは

り社会に関心を持つ，みんなが社会に関心を持って，いい世の中になっていければ

なと思います。 

【３番】 

私も経験して良かったと思うので，裁判員裁判ってこんなんだよというのをわざ

わざホームページで調べるんじゃなくて，みんなに，どこか職場に行って，こうい

う制度なんですと説明してくれると，大体どこか講演とかやって聞きに行く人たち

は興味がある人だと思うんですけど，興味がない人たちをどれだけ巻き込むかとい

うのは，やっぱりどこかに行って講演するとか広めていけたら。私も聞かれたら言

いますけどわざわざは言わないので，広めていったらいいんじゃないかなと思いま

す。 

【４番】 

出前で裁判員の説明で，裁判所の方が見えるということでいろいろ僕も調整して

いたんですけど，自分の都合があまり良くなくて，実際にはボランティアの活動を

地域でやっているんですけど，そこで役員十何人にやってくれるということだった

んですけど，上に立っている会長が変わっちゃったものですから，またこれから話
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を進めて，もう一回お話をして進めていきたいなというのがあります。  

それから，個人的にはこの裁判員の説明について，おととし実際裁判を担当した

んですけども，去年，僕は出身が東京なものですから，たまたまクラス会がありま

して，「おまえ，しゃべっていいよ」ということで少し裁判員について説明を冒頭で

させていただいたり。それから，もう一つ，私はシルバー人材センターの会員で，

公民館みたいなところで働いているんですけど，そこの役員をたまたまやっていた

ものですから，そこの人にも七，八十人いましたけど，説明はこういうことで是非

皆さんも経験されるといいよという話はしました。  

【５番】 

我々，しゃべるのは大体１回。２回，３回の方もいるかもしれませんけれども，

それで経験は終わりなんですけども，裁判官，検察官，弁護士の方は今後も引き続

きということで，裁判員に対しては今までどおりの資料等の準備の仕方をしていた

だければ，大概の方は対応される，できるんじゃないかなというふうに思っていま

す。 

あと，裁判官，検察官の方は組織とかそういうのを使った中での対応で，ある意

味では非常に優位なのかなという気がします。それに対して弁護士の方って，個人

企業みたいなのでやられるのかなということで，非常にそこはちょっとハンディが

あるかなというふうに感じてます。そこも，何か組織的なバックアップがされるよ

うなのがあると，もう少し三者が公平な立場で争えるということになって，難しい

んでしょうけど，そんなのができるといいよねというふうに感じました。  

【６番】 

私は静岡新聞を取っているんですけど，裁判員になる前にはいろんな事件の記事

を見ていたんですけども，漠然と殺人事件じゃないかなと，漠然と見ていたんです。

ところが，この裁判員裁判を経験したことによって，裁判員裁判という文字が必然

的に目が追っていくんですよね。すぐ目に付く。それを一応切り抜いてやったら結
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構たまったんですよね。静岡新聞の社説か何か，先ほどちょっと出ましたような，

そういうな記事を見たりすると，非常に私は勉強になりました。 

それで，今後，裁判員に選ばれた方についてのメッセージについては，やはりこ

れから生きていく中で，絶対必要なことだと思っています。というのは，やっぱり

私が経験した事件というのは，一歩，ふだん生活している人がその一歩を踏み出し

たために自分の人生が非常に変わってしまった，変わってしまうというような事件

です。その一歩をどう踏みとどめるかということは，非常に大事だなと思っており

ます。だから，そういうことも含めて今後，選ばれた方については学ばれると思い

ますので，是非受けてもらいたいなと思っております。 

【７番】 

裁判所に来ることはこれからもないと思いますが，いい経験をしまして，裁判長

とか裁判官の方たちと話しして，すごい人間的な方だなと思って経験して良かった

と思っております。ものすごく細かく，詳しく，優しく教えていただいて説明して

いただいたので，こういう裁判員裁判にも自分が最後までできたと思っております

ので，自分は本当にいい経験をしたと思っております。この経験は，会社の同僚の

人には「いい経験をしたよ」とは言っておりますので，また何か聞かれましたら，

このことを言いたいと思っております。 

【司会者】 

どうもありがとうございました。最後に，菱田部総括裁判官から一言お願いしま

す。 

【裁判官】 

皆さん，今日は貴重なお話をありがとうございました。久々にお会いできてうれ

しかったです。この皆さんが経験した全ての事件で私は裁判長をやっていたわけで

すけれども，本当にお話を聞いて，これからますます本当に，まずは分かりやすい

審理をする，そして評議で皆さんに自由にいろいろ意見を言っていただく，そうい
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うことが非常に大変で，そのためにも広報活動とかもきちんとして，皆さんがより

参加しやすい，選ばれたときに不安を持たずに参加できるように，そういうふうな

社会にもしていかなきゃいけないというふうにも痛感しました。  

４番の方，いろいろ御苦労されていてありがたく思っているんですが，本当にお

話があればいつでも駆けつけていきますので，遠慮なく命じていただければいつで

もどこでも行くつもりでおります。ほかの方も，もしそういうふうに，今回のこと

で少しでもまたちょっと広報にも協力しようかなというふうに思った方がおられれ

ば，声をかけていただければ，声をかけられた段階で相談に乗ることもできますし，

具体的に決まれば必ずお伺いしてお話しさせていただきたいと思っております。私

が行けば，真面目な固い話だけじゃなくて，コントも交えた話もできると思います

ので，遠慮なく命じていただければと思っています。今後もよろしくお願いします。  

【司会者】 

ほかに御質問等はございますでしょうか。 

それでは，時間も参りましたので，本日の意見交換会は以上で終了させていただ

きたいと思います。本日は，大変お忙しい中，本当に貴重な御意見を伺うことがで

き，良かったと思います。本日，お話を頂いたことをまた十分検討した上で，今後

の裁判にも生かしていきたいと思っております。本日は誠にありがとうございまし

た。 

以 上 

 


